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悪性りンバ膿の標準治療であるCH()I)塘法を早期に

G-SCFを併用して2過間隔で実施し,その忍容性およ

び治療動乱 きよ吊こ末輸血幹細胞動員能を検討した.70

才未満の初発(')非ホブキンりンべ瞳で,充分な抹器機能

を保持 している症例を対象とした.CI････iOP療法は原法

を2遇間隔で実施し,終 丁後末梢血白血球数が 10.0(≠)

がl以上となった時点で末梢血幹細胞を採取 ･凍結保存

した.1994.6月-1995.8月に12例が登録され 12例

に対Lて合計77コースの CHOP療法を実施した.白血

球減′恒')ため5二1-スで1週間の遅延.肝機能障害のた

め1コ-スで1週間の遅延を釆たした.12例車10例が CR

に導入され 3例で末輸血幹細胞を採取し,2例で末柄

血幹細胞移植併刷大巌化学療法を実施し,安全に終了し

た.G-CSF早期併用によりCHOlJ療法が1)週間で安

全に窯施可能であり,奏功率は92%と良好であった.普

た充分な末稽血幹細胞採取が可能でありチ今後,予後不

良群の治療として期待できる.

B-7)AggressiveNHLに対する最近の治
療戦略

. ････ ･..J､.-∴･,; ･
組織学的に中-･高度悪性群に尾する非ホジキンりンべ

鍾 (以下 aggressiveNHl.)は化学療法や放射線治項

に対する感受性が高く.標準治療iこよって809,6以上の高

い奏功率が得られる.しかしながLT.',その5年生存率は

30-･40%であ牛 半数以上の症例は再発を繰り返して長

学療法である CH()Pを超える第二､第三世代の併用化

学療法が開発されてきたが,SWOGECOG の大規模

な比較試験の結果では奏功率,5年生存率ともi･こ有意差

なく,改めて aggressiveNHL に対する新たな治療戦

略の開発が切望される.近年.r･iskfact()r数からNHL

のJ'･後を予測可能な InternこItionalIndexL'')概念が導

入され 各 riskgr()up別の治療方針決定が重要視され

ている.最近,予後不良群iこ対する有効性が確立されて

きた造血幹細胞移植併用大量化学療法の適応と実施状況

を含Q).当院における aggressiveNHLに対する治療

戦略および今後の展望を総括する.
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B-81診断iこ苦慮 した胃 MALT リンパ腫
の1例
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( 同 外科)

( 同 病理1

【症例】51歳,TJ性.【現病歴】平成2年8FJより.冒

塙が多発し.H2blockerでは openulcerとなり.す

メイラー′Lに変更すると scarとなる傾向にあった.辛

成7年7月5札 ガスター投Fj･[･巨T)内視鏡にて,これま

でと部位が異なり.体下部より胃角部小琴に漁場が多発

し,同園に発赤調の額粒状粘膜があり.肉眼的に表層拡

であった.ガスター内服のまま,7月24日,再検したと

ころ.肉眼所見はほほ同様で,生検iこて異型りソバ球を

指摘されたが,悪性りンべ膝とは断定できなかった.サ

メプラ-ルをこ変更後も,改善憤和 まなかった.臨床経過

より.胃悪性l)ソバ腫を疑い､9月13日胃亜全摘術を施

行した.切除標本にて,sm 浸潤を示す MALT りンべ

陸と診断された.胃りンべ瞳の診断iこ閏し興味ある症例

と考え,鰹示する.

B-9)高悪性度 りソべ瞳成分を桂一'た胃原発

MAI.JT りンペ睦の 1例
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(漂露語 潟第二)

し同 内科〕

( 同 外科)

( 同 放射線科)

胃の Mucosa-associatedl叩1Phoidt.issuelymphoma

(MALT りンべ腫18･こは,低悪性度型と高悪性度型.

およびその並存型が存在することが明かiこされた.演者

吊よ,高悪性度成分と低悪性度成分を有する MALlーリ

ンべ睦の1例を経験 したので,病理所見について報告す

る.

症例は,22才女性.平成7年7月上腹部痛にて某医で

胃生検の結果胃悪性りンべ瞳と診断され 当院(･こ入院し

た.当院での胃内視鏡検査では前庭部に多発 ⅢC 様病


